
与那国町へ寄せられた与那国駐屯地への
地対空誘導弾部隊の配備に関する質問回答

Ｑ 火薬庫について安全性の説明がありましたが、現在ある火薬庫について

の設置する際の住民への説明は何故なかったのですか？

現在ある火薬庫の大きさ使用目的について、また設置に至った経緯につ

いても教えて下さい。

Ａ 今回の説明会では火薬庫の安全性について関心が高まっていることを受

けて、説明させていただきました。

この火薬庫は、与那国駐屯地開設に当たり、部隊の運用や警備に必要な

火薬類を保管するために火薬類取締法に基づき設置したものです。

なお、火薬庫の大きさなどの詳細については、自衛隊の能力が明らかに

なるおそれがあるため、具体的にお示しすることは困難であることをご理

解ください。

Ｑ 駐屯地での夏祭り、少年陸上と子どもたちは楽しみにしています。 今

後、射撃場や火薬庫ができてからも安全に利用できますか？

できるとしたら、利用中にどんなことに配慮していくつもりですか？

Ａ 夏祭りや少年陸上などを行うために、駐屯地を一般開放して住民の皆様

方をお迎えしているときに、隊員が射撃の訓練を行うことはございません。

火薬庫については、今までどおり、公共の安全を確保することを目的と

する火薬類取締法等の関係法令に基づき、２４時間体制で警備を行うとと

もに、火薬類を取り扱う者に対し、火薬類による災害の発生防止や、その

他の火薬類の安全管理に必要な教育を行うなど、安全対策や事故防止を徹

底してまいります。

これまで同様、皆様方が安全に、かつ安心して夏まつりや少年陸上など

にご参加いただけるよう、引き続き万全を期してまいります。
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Ｑ 門番の銃所持、PAC3、自衛隊車両など普段日常で目にする光景となっ

ています。

小さな島で、どの駐屯地よりも地域に密着していると思いますが、子供

達に与える影響ついてどのように考えられていますか？

実際、バスに乗っている子供たちは門番が銃を所持している姿に大変驚

いていましたが、何度も見るうちに驚かなくなりました。

Ａ 自衛隊においては、我が国の防衛という任務を全うするため、必要な

活動を行っているところですが、その中においても、可能な限り、住民の

皆様方の生活へ影響を及ぼさないよう配慮を行っているところです。自衛

隊の活動にあたっては、引き続き、丁寧な説明に努めてまいります。

また、与那国駐屯地においては、引き続き、町が主催する各種行事の支

援などを通じて、積極的に住民の皆様方と交流を深めていきたいと考えて

おります。

Ｑ 隊員が増えますが、現在では官舎に空きがあるのに集落内で住んでいる

方もいます。

何故ですか？また、集落内で借りる家賃の目安（水準）がどうなってい

るのか教えて下さい。

実際、自衛隊が入ってから家賃が跳ね上がり、ただでさえ物件が少ない

中、自衛隊価格で借りることが困難になりました。

今後についても、住民に与える影響の観点からどのようにしていくか教

えて下さい。

Ａ 与那国町の自衛隊宿舎に空きがあるとのことですが、空室は異動に伴う

退去後の清掃や修繕などによる一時的なものです。

与那国町の自衛隊宿舎については、隊員数にあわせて必要な戸数を整備

し、所要数を確保するよう努めておりますが、宿舎が不足する場合は民間

賃貸物件を借り上げて対応しております。

こうした自衛隊が借り上げる民間賃貸物件の賃貸契約は、借上げの必要

性や近傍の物件の賃借料なども踏まえて行っているものですが、勤務する

隊員に必要な数を確保するためのものであることをご理解ください。

自衛隊の宿舎は現在も建設工事を行っているところであり、今後も必要

な宿舎の整備を進めることで、住民の皆様方への影響ができるだけ少なく

なるよう努めてまいります。
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